
令和５年度シラバス（公民） 

学番７  新潟県立新潟北高等学校 

 教科（科目） 公民（政治・経済） 単位数  ２ 学年 ３ 学科 普通科     

使用教科書 東京書籍「政治・経済」 副教材等 なし 

学 習 目 標 

①民主主義の本質について理論的・体系的に理解を深めます。 

②日本国憲法の基本原理，日本の政治機構などについて理解し，現代の政治の諸課題について考察を

深めます。 

③現代経済のしくみを基礎的な経済理論の観点から理解するとともに，国民経済の動向および，政府

の役割と日本経済が抱える課題などについて考察します。 

指導の重点 
学習目標の理解や考察を踏まえて，現代社会の諸課題について主体的に考察するとともに公正な判断

力を養い，良識ある公民としての必要な能力と態度を身につけます。 

学    習    計    画 （50分  時数計 70    ） 

月 単  元  名 学  習  活  動（指導内容） 時数 
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第１章 現代の政治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 現代の経済 

 

 

 

 

第３章 

現代社会の諸課題 

○民主政治の基本原理について，その成り立ちを歴史的な観点から理解しま

す。 

○民主主義を支える「法の支配」の原理についてその意義を学び，実社会を規

制する法の意義や機能について学習します。 

○日本国憲法の成立過程と三大基本原理である国民主権，基本的人権の尊重，

平和主義について歴史的な経緯を踏まえながら理解します。 

○日本国憲法が保障する基本的人権について，平等権，自由権，社会権などに

関する，具体的な判例に則しながらその特徴と課題について学習します。 

○日本国憲法の根本理念である平和主義について学習するとともに，現実の課

題である日米安全保障条約にともなう沖縄の米軍基地の問題や自衛隊の現

状などについて考察します。 

○国会，内閣，裁判所のそれぞれの機能と三権分立との関係を理解します。 

○資本主義経済の核心をなしている市場の働きについて理解し，市場の失敗に

ついても理解を深めます。 

○労働問題と労働運動の歴史的経緯について学習し，労働者の権利や労働組合

の意義について考察します。また，雇用環境の変化と現代の労働問題につい

て理解します。 

○現在の国際社会で実現すべき価値は何か，世界はその価値の実現のためにど

のような条件を有しているか，日本はその価値の実現のために何をすべき

か，日本にはそのためのどのような能力があるのかを考え，平和と公正な国

際社会の構築に向けて日本のなすべきことを考察します。 
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評価規準 

 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 資料活用の技能 知識・理解 

社会的事象を総合的に

理解し考察しようとす

る態度が身についてい

る。 

社会の変化やさまざま

な立場，考え方があるこ

とを理解した上で公正

に判断できる。 

得られた資料や情報を効

果的に活用し，社会の諸問

題を探究する学び方が身

についている。 

現代の政治，経済，社会，

国際関係にかかわる基

本的な事項や課題につ

いて体系的，総合的に理

解し，その知識が身につ

いている。 

評価方法 

以上の評価基準をふまえて， 

・授業への取り組み（出欠状況、授業態度等） 

・授業の課題（レポート等の提出物の提出状況，提出物の内容等） 

・各学期定期考査（中間・期末）の成績などから総合的に評価する 

担当者からの一言 

より「よく」生きていくためには、政治や経済の知識は必須です。皆さんを取り巻くこの社会のあり方を学び、主体的に

社会とかかわっていきましょう。 

 


